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李

義

山

の

詩

と

西

崑

体

　
　
　

　
　
　

　
　
一

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
　
．

　

晩

唐
の

詩
人

、

李
商
隠

（

字
は
義
山
）

の

詩
と

、

宋
初
の

文
壇
に

重

き

を
な
し

た
「

西

崑

体
」

と

呼
ば

れ
る
一

派
の

人

逮
の

詩
（

そ

の

作
品

集
を
「

西

毘…
 

唱

集
」

と
い

う
）

と
の

関

係
に

っ

い

て
、

「

四

庫
全

書

総
目
提
要
」

の

西
崑

酬
唱

集
の

条
に

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
の

つ

と

　
　

其
の

詩
、

唐
の

李
商
隠
に

宗
法

り
、

詞

は

妍
華
を

取

り

て

興
象
に

　
　

乏
し

か

ら

す
。

之
に

效
う

者
、

漸
く

本
真
を
失
い

、

惟
だ

組

織
に

工

　
　
み

な
る

の

み
。

是
に

於
て

、

優
伶
の

樽
捨
の

戯
有
り
、

石

介
、

怪

　
　

説
を

作
り

て
、

以

て

之
を
刺
る

に

至
り

、

祥
符
中

、

遂
に

詔
を

下

　
　
し
て

文
体
の

浮
艶
を

禁
す

。

・

と

い

う
。

ま

た
、

い

す

れ
の

文
学

史
に

お

い

て

も
、

西
崑
一

派
の

人

達

は
、

李
發
山
の

詩
に

模
擬
し

た

と

説
か

れ
て

い

る

が
、

彼

等
は

李
義
山

の

い

か

た
る

点

左

特
徴
と
み

な

し
、

そ

れ
に

法
ウ

た

も
の

で

あ

ろ
う

か
。

　
先
す

、

西

崑
酬
唱

集
に

つ

い

て
、

少

し
く

触
れ
て

み

よ
う
。

　
こ

の

集

に
、

西
崑

体
の

代
表
的
人
物
で

あ

る

楊
億
は

序
し
て

次
の

如

く
⊃

ろ
。

　
し

　
　
余

　
景

徳
（

一

〇

〇

四

〜
一

〇

〇
七
）

中
、

佐
修

書
の

任
を

忝
く

　
　
し

、

群

公
の

遊
に

接
す
る

左

得
た

り
。

時
に

、

今
、

紫
微
の

銭
君

　
　
希

撰
、

秘
閣
の

劉
鶉

子

儀
、

並

び
に

懿
文
を

負
み

、

尤
も
雅

道
に

藪

木　
｛

茂

　
　

精
し

く
、

雕
章
麗
句

、

人

口

に

膾
炙
す

。

…

…

凡
て

五

七

言

律

　
　

詩
、

二

百

有

五
＋

章

な

り
。

其
の

属
し

て

和

す

る

老
、

計

十

有

　
　
五

人
、

析
き

て

二

巻
と

爲
す

。

玉

山
策
府
の

名

を

取

り
、

之

に

　
　
な
つ

　
　

命
け

て

西

崑
酬
唱

集
と

い

う

と
い

う
。

　
こ

の

序
に

よ
っ

て
、

西

昆

酬
唱
集
の

名
の

由
来
と

、

そ
の

概
要

を
知

る

こ

と

が

で

き

る

し
、

ま
尢

四

庫
全

書
総
目

提
要
に

は

　
　

凡
て

億
及
び

劉
埓
（

銭
惟

演
、

李
宗
諤

、

陳
越

、

李
維

、

劉
陦

、

　
　

乃
銜

、

任
髄

、

張
詠

、

銭
惟
済

、

丁

謂
、

舒

雅
、

晁

迴
、

瞿

遵

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　
か
ん

　
　

度
、

薛
暎

、

劉

秉
の

十

七

人
の

詩
な
り

。

而

る

に

億
の

序

は
、

乃

　
　
っ

て
．

属
し

て

和
す
る

者
十

有
五

人
と

称
す

。

豈
に

、

銭
、

劉

を

以

　
　
て

主
と

爲
し

、

億
と

李
宗
諤
以
下

を

十
五

人

と

爲
せ

る

か
。

詩
は

　
　
皆

近

体
、

上

巻
、

凡
て
一

百
二

十

三

首
、

下

巻
、

凡
て
一

百
二

十

　
　
五

首
な
り
。

而
る

に

億
の

序
、

二

百

有
五

十

首
と

称
す

。

何
れ
の

　
　
時
に

二

首
を

佚
せ

し

か
を

知
ら

ざ
る

な

り
。

と

い

う
。

こ

れ

は

作
者
十

七

人
の

名
を
列
挙

し
、

詩
の

総

数
に

言

及
し

た
も
の

だ

が
、

涵

芬
楼
景
印
の

明

嘉
靖

刊
本

（

四

部

叢

刊
本
）

に

は

「

西

崑
唱
和
詩
人

姓
氏
」

と

し

て
、

も
う
一

人

コ
兀

闕
」

の

名
を
あ

げ

て

い

る
。

．

し

か
し

、

辷

の

コ
兀

闕
」

と

い

う

名
は

、

今
見
る

四

部
叢
刊
本
以
外
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の

二

書
、

す

な
わ

ち
、

郡
武
徐

氏
刊
本

、

粤
雅
堂

叢
書
本
に

は
な
い

。

詩
の

排
列
に
つ

い

て

見
る
に

、

四

部
叢
刊
本
で

は
「

代
意
」

の

詩
と

し

て

八
首
あ

り
、

そ
の

終
り．
の

二

首
が

、

元

闕
、

劉

隲
の

作
と

な
っ

て

い

る
。

だ

が
、

他
の

二

書
で

は

「

代
意
」

の

詩
は
六

首
あ

り
、

そ

の

後

に
、

「

醐
題
」

と

し

て
、

作

者
は

劉
笥

、

楊
億
と

な

っ

て

い

る
。

な

お
、

こ

の

二

首
の

内

容
は

三

者
と

も
一

致
し

て

い

る
。

　

こ

の

二

着
に

つ

い

て
、

今
、

ど
ち

ら

が

正

し
い

も
の

か
、

滂
定
は
で

き

な
い

が
、

元

闕
の

名
は

四

部
叢

刊
本
の

み
、

し

か

も
一

箇
所
に

見
え

る

の

み

で
、

信
頼
性
ほ
甚
だ

薄
い

。

元

闘
は
四

部
叢

刊
本
に

ょ

れ
ば

、

ま

さ

し
く

人

名
の

如
く

判
断

さ

れ

る

が
、

他
の

二

書
の

「

闕
題
」

と

あ

る

の

と

関
連

し

て

考
え

る
と

、

恐

ら

く

人

名
で

は

な
い

で

あ

ろ
う

。

　

し
た

が
っ

て
、

こ

こ

で

は

他
の

二

書
に

よ
っ

て
、

．

「

閥
題
」

の

二

首

は
、

劉
鋳

、

楊
億
の

作
と

し

て

お

こ

う
。

　

ま
た

、

詩
藪
外
編
巻
五

（

宋
）

に

は
、

宋
の

李
商
隠

を

学

ぶ

者
と

し

て
、

楊
旛

、

劉

筍
、

銭

惟
演
の

ほ

か
に

、

晏
元

獻
を

あ

げ
て

い

る

が
、

宋
の

劉

頒
の

中

山
詩
話
で

は
、

す
で

に

晏
元

獻
を

も
入

れ
て

、

「

皆
、

李
義
山
を

宗
術
し
、

西
崑
体
と

号

す
」

と

述
ぺ

て

い

る
。

晏
元

獻
に

つ

い

て

は
、

宋

史
本
伝
が

あ

り
、

そ

れ
に

よ

る

と
、

か
な

り
の

文

才
が

あ

ウ

た
と
い

う

か
ら

、

彼
に

も
か

な
り

の

詩
が
あ
ウ

た
こ

と

が

推
察
さ

れ

る
。

と

す
る

と
、

鵄

存
の

西

崑

酬
唱
集
は

西

箆

体
一

派
の

詩
を

必

す
し

も
網

羅
し

た
も
の

で

は
な
い

こ

と

が

わ

か
る

。

　

な
お

、

四

慮

提
要
に

も
書
弓

如
く
、

楊
億
の

序
は
銭
惟
演

、

劉

篶
を

中
心

人

物
と

考
え

、

彼
等
を

称
揚
し

、

楊
億
自

ら

に

は

触

れ

て

い

な

　

　
　
李
誕
山
う

辞

こ

西
崑
体
へ

藪
木
）

い
。

だ
が

、

　
「

紫
微
銭
君

希
聖

、

秘
閣
劉

君
子
儀

、

並

負

懿
文

、

雛
章

麗
句

、

獪
炙
入
口

」

と
い

ろ

表
現
な

、

単
に

二

人
に

つ

い

て

言
ウ

だ
の

み

で

な
く
、

自

賛
の

響
き

が

篭
め

ら

れ

て

い

る

か
の

如
く
で

あ

る
。

西

崑
酬
唱

集
二

百
五

十

首
の

う

ち
、

楊
億

、

劉

錫
が

と

も
に

七
ヤ

四

首
、

銭

惟
演
が

五

十

四

首
で

、

そ
の

他
の

人
凌

は
十

首
に

満
た
な
い

。

唱
和
の

順
序
も
、

楊
億
が

最
初
で

、

次
に

劉

笏
、

あ

る
い

は
銭
推

演
が

和

す
る

場
合
が
一

番
多
い

。

こ

れ
ら

の

ヒ

と

か
ら
み

る

と
、

楊
億
が

中

心

人

物

で

あ

る

こ

と

は

明

ら

か
で

あ

る
。

　

揚

憶
の

序
に

い

う

律
詩
二

百

五
十

章
に

つ

い

て

は
、

四

庫
提
要
で

は

疑

問

を

投
じ
て

い

る

が
、

現

在
の

テ

キ
ス

ト

で

は
、

上
巻
噌

百
二

十

三

首
、

下

巻
一

百

二

十
七

首
、

計
二

百

五

十

首
で

、

億
の

序
の

数
と
一

致

す
る

。

た
だ

、

い

さ

さ

か

問
題
に

な
る

の

は
、

上

巻
の

「

荷
花
」

の

詩

の

次
に

「

再
賦
七

言
」

（

七

律
）

が
あ

り
、

そ
の

次
に

「

夊
贈
一

首
」

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
ロ

　

む

と

し

て
、

劉
箔

、

楊
億

、

銭
惟
演

、

丁
謂
が

七

絶
を
作

り
、

下

巻

に

「

戊

申
年
七

夕
五

絶
」

と

し

て
、

劉
箔

、

楊
億

、

銭

惟
演

、

薛
暎

、

劉

　
　

　
　
　

　
む
　
　

こ

秉
の

五

人

が
、

七

絶
を

五

首
宛

、

合
わ
せ

て

二

十

五

首
作
ウ

て

い

る

こ

と
で

あ

る
。

（

題
に

い

う

五

絶
と

は
、

五

首

の

絶

句

の

意

で

あ

ろ

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　

む

　

り

う
。

）

い

す

れ
も

絶
句
で

あ

る

の

に
、

こ

れ
ら

を

ま

と

め

て
、

律

詩
二

百

五

十

首

と

す
る

の

は
ど
う

い

う
こ

と
で

あ

ろ
う

か
。

　
　

　
　
　

　
　

二

　
次
に

は
、

李
義
山
の

詩
と

西

崑

酬
唱
集
と

の

関
連
を

見
る
こ

と
に

し

よ

う
。

先
す

、

両

者
に

共
通
す
る

こ

と

は
、

故

事
の

頻

用
と

い

う

こ

と
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が

言

え

よ
ろ

。

例
え

ば
、

西

崑

酬
唱
集
の

代
表
作
と
み

な
さ

れ
る

も
の

に

「

漢

武
」

と

題
し

て
、

七

人
が

相
唱
和
し

た

詩
が
あ

る
。

　

こ

の

詩

は

す
べ

て
、

漢
の

武
帝
が

神
仙
を

求

め

た
こ

と
に

つ

い

て

歌

っ

た
も
の

で

あ
る

。

　一

方
、

李
義
山
の

詩
で

は
、

漢
の

武
帝
を
題

材
と

し
た

も
の

に

「

蔑
陵
」

「

漢
宮
」

「

漢
宮
詞
」

な

ど

が

あ

る

が
、

い

ま
、

そ

れ
ら

と

比

較
し

て

み

よ
う
。

　

先
す
昏

銭
惟
演
の

「

漢
武
」

の

詩
を

あ

げ
て

み

る
。

一

曲
汾
に

横
た

わ
り

て

鼓
吹
迴

り

侍
臣
高
会
す
　
柏
梁

台

金
芝
輝

嫡
と

し
て

凌
晨
に

見
わ

れ

　

　
た

き

青

雀
軒
く

翔
け

白
昼
に

来
る

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

む

ち

候
を
東

溟
に

立
て

て

鶴
駕
を
逖
え

兵
を
西

極
に

窮
め

て

龍
媒
を

待
つ

甘

泉

祭

罷
ん

で

神
光

滅
し

更
に

人

間
に

遣
し
て

玉

杯
を

識
ら

し
め

ん

一

曲
横

汾
鼓

吹
迴

侍
臣
高

会
柏

梁
豪

金
芝
煙
嫡
凌
晨
見

青
雀

軒
翔
白

畫
米

立

候
東
溟
邀
鶴
駕

窮

兵
西

極

待
龍
媒

甘

泉

祭
罷
神

光
滅

更

遣
人

間
識
玉

杯

第
一

句
の

「

｝

曲
横

汾
鼓

吹

迴
」

は

有
名
な

武
帝
の

「

秋
風
辞
」

の

秋
風
起

り

　
白

霎
飛

ぶ

草

木

黄
ば
み

落
ち

　
鴈
南
に

帰
る

　

　
，

蘭
に

秀

つ

る

有
の

　
菊
に

芳
し
き

有
り

佳

人

を

携
え

　

忘
る

能
わ

す

楼
紅

を

汎
べ

　

粉
河

を

済
る

し

　

　
も

　

　
ら

　

　
　

　
　
ロ

　
　
ヒ

　
　
　

し
ろ

　

　

　
　ロ
　

　
ヵ

　

　
ヵ

　
　
ほ

中

流
に

横
旋
え

　

素
き

波
を

揚
ぐ

ヵ

　
ヤ

　
も

　
　

　
　

と

う

　
か

籟
鼓
鳴

b
　

棹
歌

を
発
す

秋

風
起

兮

白
雲
飛

草
木

黄
落
兮
鴈
南
帰

蘭
有
秀
兮

菊
有
勞

携
佳
人
兮
不
能
忘

汎
楼
紅
兮
済

湧
河

績

中

流
兮

揚
素
波

簫
鼓

鳴
兮
發

棹
歌

歓
楽
極
ま
り

　
哀
情
多
し

少

壮

幾
時
ぞ
老
い

を

奈
何
せ

ん

　
　

歓
楽
極
兮
哀
情

多

　
　

少

壮
幾
時
兮

奈
老

何

（

文
選
巻
四

十
五
）

を

頭
に

置
い

て

歌
っ

た

も
の

で

あ

ろ

う
。

　

李
義
山
に

も
や

は
り

「

秋
風
辞
」

を

も
と

に

し

た

　
　

笳

齋
淒
と

し

て

断
え

ん

と

し

　

　

　

　

　

笳
簫
淒
欲
断

　
　

復
た

汾
に

横
た
う

を

咏

す
る

無
し

　

　

　

無
復
咏

横

沿

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　
（

昭

粛
皇
帝
挽
歌
辞
）

と
い

う

句
が

あ

る
。

銭

惟
演

は

言
う

ま
で

も

な
く
、

直
接
に

は
李
義
山

の

こ

の

句
か
ら

刺
戟
を

受
け

た

も
の

で

あ

ろ
う
。

　
昭

粛
皇
帝
と

い

う

の

は

唐
の

武
宗
の

こ

と
で

あ

り
、

彼
は

在
世．

中
、

神
仙
を

求
め

る

こ

と

に

熱
心

で

あ
っ

尢

が
、

報
わ
れ
す

し
て

死
ん

だ

人

で

あ
る

。

こ

の

詩
は
そ

れ

を

悼
ん
で

詠
じ

た

も
の

で

あ

り
、

漢
の

武
帝

が

や

は

り
、

神

仙
を

熱
心
に

求
め

た

と
い

う

こ

と

か
ら

、

武
帝
と

武
宗

と

を
結
び
つ

け

て

歌
っ

た・
も

の

で

あ

る
。

　
第
四

句
の

「

青
雀
匚

と
い

う

と

と

ば

も
、

時
に

は

「

青
鳥
」

と

も
表

現

さ

れ
、

「

西
王

母
」

と
共

に

李
義

山
の

好
ん

で

用
い

る

こ

と

ば
で

あ

る
。

李
義
山
の

「

漢
宮
詞
」

を

見
る

と
、

青
雀
西
に

飛
ん

で

竟
に

未
だ

迴

ら

す

暑

王

長
え

に

集
霊
台
に

在
り

侍
臣

最
も

相

如
の

渇
有
れ

ど

金
茎
の

露
一

杯
を
賜
わ

ら

す

青
雀
西

飛
竟

未
迴

君

王

長
在
集

霊
臺

侍
臣

最
有

相
如

渇

　
　

　
　
　
へ

不

賜
金
茎
露
｝

杯

の

如
く
で

あ
る
。

西
王

母
の

先

駆

を
な

す
と

言
わ

れ
る

青
雀
が
一

度
は

、
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来
た
ウ

た

が
、

去
ウ

て

し
ま
い

、

西

王

母

も

再

来
し
な

か
っ

た
と
い

い
、

ま

た

寵
愛
し
て

い

た

司

馬
相
如
が

消
渇
の

病
に

な
っ

て

も
、

武
帝
は
長

命
の

薬
と

さ

れ
る

、

集
霊

台
に

あ

る

承
露
盤
の

露
を

た

だ
の
一

杯
も
飲

ま
せ

な
か
ウ

尢
と
い

う
。

　

第
六

句
の

「

窮
兵

西

極

待
龍
媒
」

は
、

武

帝
の

「

西
極
天

馬
歌
」

の

冒
頭
の

句
「

天
罵
の

徠
る

や

西

極
よ

り
す
」

（

天

馬
徠
兮
従

西

極
）

を

ふ

ま

乏

た

も
の

で

あ

る
。

　

以
上
の

ご
と

く
、

銭

惟
演
は

李
義
山
の

よ

く

歌
ろ

神

仙
に

関

す
る

こ

と

が

ら

を

李
義
山
の

詩
の

語
句
を
踏
襲
し
つ

つ

歌
っ

て

い

る
。

さ
ら

に

ま
た

銭
惟

演
の

詩
は

、

李
義
山
の

「

漢
宮

詞
」

の

韻
字
「

迴
」

「

臺
」

「

杯
」

を

す
べ

て

そ
の

ま
ま
用

い

て

い

る
、

こ

れ

は

形
式
面
で

の

摸
倣

と

言
え

よ
う
。

　

李
義
山
の

「

漢
宮

詞
」

忙

つ

い

て

は
、

清
の

馮
浩

は

「

玉

溪
生

詩
詳

註
」

で
、

　
「

武
宗
の

朝
、

義
山
閑
居
の

時
な

り
、

借
り

て

以
て

自
ら

慨

す
る

こ

と

多
し
」

と

注
し

て
い

る
。

い

っ

た
い

李
義
山
の

詩
の

特
徴
と

し

て

は
、

唐
の

武
宗
と

漢
の

武
帝
を

結
び
つ

け

て
、

そ

の

神
仙
を
求

め

る

態
度
を

批
判

的
に

歌
う

手

法

を
と

る

も
の

が
、

か

な
り

多
く

見
ら

れ

る

が
、

こ

の

「

漢
宮
詞
」

も
馮
浩
の

い

う

如
く
、

「

昭

粛

皇

帝

挽

歌

辞
」

と

同
じ

く
、

や

は
り

武
宗
に

関
連
す
る

詩
と

解
釈
し

て

間
違
い

な

か
ろ
う

。

　

こ

の

「

漢
宮

詞
」

は
、

自
ら

を

司
馬
相
如
に

比

し

ま
た
我
が

身
の

恵

ま

れ
な
い

こ

と

を
、

斌
帝
の

恩
恵
が

司

馬
相
如
に

及
ば

な
い

之

と

に

托

し
て

、

切
軣
な

響
き

を

も
っ

て

歌
っ

て

い

る
。

　

　
　
李
義
山
の

詩
と

西
嵐
体
（

籔
木
）

次
に

は
李
宀

示

諤
の

「

漢
武
」

の

詩
を
見

よ

う
。

　
建

章
の

宮
闕

　
鬱
と
し

て

菖
嶢
た
り

　
　
　

　
な
ジ

　
露

掌
の

修
き

茎
　
倚
と
し
て

沈
寥
尢
り

　
平

楽
館
中

　

角
觝
を
観

　
　
　

　
　
　す
　
　
　
　

お
ご

　
単
于

台
上

　
天

驕
を
懾
す

　
蓬
莱
に

気
を
望
む
も

滄
波
濶
く

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

は

る

み

　
太

乙
に

年
を

祈
る

も

紫
府

蓬

な

り

　
西

母

来

ら

す
　
東
朔

去
り

　

茂
陵
の

松
柏

　
冷
と

し
て

蕭
肅
た

り

建
章
宮
闕

鬱
著

嶢

露
掌
鬱
茎
倚
沈
寥

平

楽
館
中
観

角

觝

単
于

豪
上

懾
天
驕

蓬
莱

望
気
漁
波
潤

太

乙

祈
年
紫
府
遙

西

母
不

来
東
朔
去

茂
陵
松
柏
冷
瀟
蕭

　
こ

の

詩
の

故

事
に

つ

い

て

は
、

史
記
か

漢
書
の

武
帝
紀
の

重
要
な

記

事
を

羅
列
し
た

か
の

感
じ
の

す

る

も
の

で

あ
る

。

　

第
一

句
の

「

建
章
」

に
つ

い

て

は
、

漢
書
の

「

武
帝
紀
」

に

「

太

初

　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
ロ

　

む

元

年
、

柏
梁

台
災

あ

り
…
：

二

月
建
章
宮
を
起
つ

」

と
あ

り
、

第
二

句

の

「

露
掌
」

に

つ

い

て

は
、

史
記
の

「

孝

武
本
紀
」

に
「

是
に

於
て

、

文

成

将
軍
を
誅
し

、

而

し

て

之
を

隠
す

。

其
の

後
則
ち

、

又
、

柏
梁

、

銅

　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

ロ

柱
、

承
露

、

僊
人

掌
の

属
を
作
る
」

と
あ

り
、

そ
の

承
露
盤
と

、

僊
人

む掌
を

「

露
掌
」

と
い

っ

た
も
の

で

あ

る
。

　

第
三

句
の

「

平

楽
館
中

観
角

觝
」

に

っ

い

て

は
、

　
「

武

帝

紀
」

に

コ
兀

封
三

年

春
、

角
抵
の

戯
を
作
す
：

：．

元

封

六

年
、

夏
、

京

師

の

　

　ヤ
　
も

　

　
し

　

　
カ

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　

　
　

も

　
　
コ

　
　
た

　
　
セ

　
　

セ

民
、

角
抵
を
上

林
の

平

楽
館
に

観
る
」

と

あ
る

。

　

第
四

句
の

「

単
于

台
上
懾
天

驕
」

に
つ

い

て

は
、

同

じ

く

「

武

帝

　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

よ

紀
」

に

元

封
元

年
内

行
く
こ

と
、

雲
陽
自
り

し
、

北
の

か

た
、

上
鄭

、
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し
　

　
し
　

　
　

西

河
、

五

原
を

歴
、

長
城
よ

り
出
て

、

北
の

か

た

単
于

台
に

登
り
、

北

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
わ
た

　
　
　
　
う

　
　
　
セ

　
ヵ

　
た

河

に

臨
み

、

兵
十

八

万
騎

を

勒
す

。

旌
旗
千

余
里
に

径

り
、

威
、

匈
奴
を

し
　
　

ら

　
　

ぬ

震
わ
す
」

と
あ

る
の

を
ふ

ま

え

る
。

「

天
驕
」

は

匈
奴
を
指
し

、

「

懾

天
驕
」

と
は
「

武
帝
紀
」

の

「

威
震
匈
奴
」

を
頭
に

置
い

て

い

っ

た
も

の

で

あ

ろ
う

。

　

第
五

句
の

「

蓬
莱
望

気
滄
波
濶
」

に

つ

い

て

は
、

「

孝
武
本
紀
」

に

「

海
に

入
り
て

蓬
莱

を
求
む

る

者
言
う

、

蓬
莱
は
遠
か

ら
す

、

而
れ

ど

も
至

る

能
わ
ざ
る

は
、

其
の

気
を

見
ざ
れ
ば

な

の

と
」

と
あ

る
。

　

第
六

句
の

「

太
乙

宮
」

は
、

漢
代
の

長

安

に

あ
っ

た
宮
殿
で

、

「

紫

府
」

は
神
仙
の

居
処

と

さ

れ
て

い

る
。

　

終
り
の

二

句
は

、

李
義
山
の

詩
句
を

完

全
に

摸
倣
し
た

に

過

ぎ

な

い
。

す
な

わ

ち
、

李
義
山
の

「

漢
宮
詞
」

　

　
通
霊
に

夜
醺

し

清
晨
に

達
す

　
　
　

　
　

通
霊

夜
醺
達

清
晨

　

　
承
露
盤
晞
く

　
甲

帳
の

春
　

　

　

　

　

　

承
露
盤
晞

甲

帳

春

　

　
む
　
　
ロ
　

　
し
　

　
　

　
　
　

　
　
セ

　

　

ロ
　

　
エ
　

　
し
　

　
ぬ

　

　
王

母

西
に

帰
り

方
朔
去
り

　

　

　
　

　

　
　
王

母
西
帰
方

朔

去

　

　
更
に

須

ら
く

重

ね
て

李
夫
人

を
見
る

べ

け

　
更

須

重

見

李
夫

人

　

　
ん

や

と

か
、

ま

た

「

蔑
陵
」

の

詩

　

　
玉

桃

愉
み

得
て

方
朔
を
憐
み

　

　

　
」

　

　

玉

桃

酌
得
憐

方
朔

　

　
金
屋

修
成

し
て

阿

嬌
を
貯
う

　
　

　
　
　
　
金

屋

修
成

貯
阿

嬌

　

　
誰
か

料
ら
ん

　
蘇
卿
老
い

て

国
に

帰
れ

ば

　
誰

料
蘇
卿
老

歸
國

　

　
し

　
　
し

　

　
さ
　

　
し
　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
い

　

　
セ

　
　
も

　

　
セ

　

　
き
　

　
う
　

　
　

　

　
茂
陵
の

松
柏
　

雨

粛
蕾
た
ら
ん

と

は
　
　
　

茂
陵
松
柏

雨

講
粛

の

う

ち
の

一

句
を

、

殆
ん

ど
そ
の

ま

ま
使
っ

て

塾

る
。

　

李
宗
諤
の

詩
の

前
半
の

四

句
は

、

単
に

故

事
を

羅
列
し

、

博

識
を
街
っ

た
に

過
ぎ

な

い

よ

う
で

あ

り
、

後
半
の

四

句
で

は
、

神

仙

は

求

φ

難

く
、

人
の

命
は

儚
い

こ

と

を
歌
っ

て

は
い

る

が
、

全

体
を
ひ

き

し
め

る

結

聯
が

李
義
山
の

詩
句
を

踏
襲
し

た
だ
け

で

あ

る

の

は
、

何
と
し

て

も

迫
力
の

乏

し
い

も
の

に

な
っ

た
。

「

王

母

西
帰
方
朔
去
」

の

句
は

、

馮

浩
の

注
に

よ

惹

と
、

「

　
　
ロ
　
　

む

王

母

不

来
方
朔

去
」

と

す

る
テ

キ

ス

ト

の

あ

る

こ

と

が

わ

か

り
、

殆
ん

ど

似
て

い

る
。

た

だ

「

王

母
」

を
「

西
母
」

に

し
、

「

方
朔
」

を
「

東
朔
」

に

し

た
だ
け
で

あ
っ

て
、

多
少
の

変
化
を

与
え

た
の

で

あ

ろ
う

が
、

不
自
然
さ

を
免
れ
な
い

。

第
八

句
の

「

冷

粛

粛
」

は
、

李
義
山
の

「

雨
」

を

「

冷
」

に

変
え

た

ガ

け
で

あ

る
。

ま
た

こ

の

よ

う

な

李
義
山
の

語

句

と
の

関
係
を

離

れ
て

み

て

も
、

一

貫
す
る

主

題

が
つ

か

み

に

く

く
、

．

優

れ
た

詩
と

は
い

か
に

し
て

も

考

え

ら

れ

な

い
。

　
韻
に

つ

い

て

も
、

李
義
山
の

「

茂
陵
」

の

詩
と

は

同
じ

韻
を

用
い

て

い

る
。

「

漢
武
」

の

詩
に

つ

い

て

李
義
山
の

詩
の

韻
ま

で

摸
倣
し
て

い

る

の

は

銭
惟

演
と

李
宗
諤
の

二

人
だ

け

で

あ

る
。

　
以
上

、

　
「

漢
武
」

に

つ

い

て
、

銭
惟
演

、

李
宗
誇
二

人
の

詩
を

見
て

き

た

が
、

そ

の

他
の

人
々

の

句
に

も

柏
梁
に

高
宴

す

　
詞
仰

ぐ
べ

し

滑
に

横
た

わ

り
簫
鼓
し

楽
し
み

窮

ま

り

難
し

若
し

憑
虚
な

る

王

母
の

説
を
信
す

れ
ば

東
方
は
三

度
蟠
桃

を

竊
み

し
な

ら

ん

高
宴
柏
梁

詞
可
仰

横

汾
籍
鼓

楽
難
窮

　
　
（

司

宿
）

若
信
憑
虚

王

母

説

東
方
三

度
竊
蟠

橈

　
　
（

任
髄
）
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日

辺
の

甲

帳

虚
し

く

設

く
と

雖

も
　
　

　
　
日

遽
甲

帳
雖

虚
設

　
　
竕
上
の

楼
船
忘
る
ぺ

か

ら
す

　

　
　

　

　
　
汾
上
楼
船
不
可

忘

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　

（

劉
隲
）

の

如
き
句
が
見
ら

れ
る

。

こ

れ
ら
は
い

す
れ

も
、

先
に

あ

げ
た

李
義
山

の

諸
々

の

詩
を
ま

ね
て

、

武
帝
の

「

秋
風
辞
」

を

意
識
し
て

歌
ウ

た

も

の

で

あ

る
。

　
要
す
る

に
、

西

崑

酬
唱

集
に

お

け

る

「

漢
武
」

と
い

う

詩
な

、

武
帝

の

熱
心

に

求
め

た

神
仙

、

不
老

長

寿
と
い

ウ

た

こ

と
が

ら
を

中

心

に

歌

い
、

そ

の

用

語
は

、

義
出
の

詩
は

も

と
よ

り
、

遡
っ

て

は

「

孝

武

本

紀
」

、

　
「

武
帝
紀
」

や

漢
書
の

「

東
方
朔
伝
」

な

ど
の

中
よ

り

61
用

し

た

も
の

が

多
い

。

し
か

し
、

単
に

語

句
を

摸
倣

し
て

、

羅
列
し
た

だ

け

と

い
っ

た
詩
が

多
く
、

遊
戯
的
で

，

浅

薄
な

詩
と
い

っ

て

も
よ

か

ろ
う

。

　

「

漢
武
」

の

詩
七

首
の

相

互
の

間
の

関

係
を

見
て

も
、

李
義
山
の

詩

と
の

関
連
に

於
て

で

は
あ

る

が
、

先
に

歌
っ

た

入
の

詩
を

意
識
し
て

歌

っ

た

と

考
え

ら

れ
る
句

が

多
い

。

こ

の

点
に

も
、

彼

等
の

遊
戯
的
性
格

が

競

え

よ
ろ

。

　
西

毘

酬
唱

集
を
概
観
し
て

、

も
う
一

つ

気
が
つ

く
こ

と

は
、

艶
麗
の

風
が

め

だ
つ

こ

と
で

あ

る
。

こ

の

点

に

っ

い

て

は
、

や

は
り

李
義
山
の

詩
に

つ

い

て

も

言
わ

れ
て

い

る

こ

と

で

あ
っ

て
、

李
義

山

の

場

合

は

「

無

鋼
詩
」

に

ょ
っ

て

代
表
さ

れ

る
一

連
の

詩
に

特
に

顕

著
で

あ

る
。

　

西
崑
酬
唱
集
中
に

も
「

無
題
」

と

題
す
る

詩
が
十

五

首
見
え

る

の

は
、

　
　

李

發
山
の

詩
と

西
囂
体
（

藪
木
）

李
義
山
の

「

無

題

詩
」

を
、

彼
の

特
色
と

し
て

ま

訟
て

受

け

入

れ
た
も

の

で

あ

ろ

う
。

　

李
義
山
の

詩
は

、

従

来
、

「

難
解
」

あ

る
い

は

「

晦
渋
」

の

語
で

評

さ

れ

て

い

る
が

、

就
中

、

「

無
題

詩
」

は
そ
の

最
た
る

も

の

で

あ

ろ

う
。

こ

こ

で

は
「

無
題

詩
」

を

中

心

に
、

西

昆
酬
唱
集
と

の

関
係
を

見

よ

う
。

　

先
す

、

楊
億
の

「

無

題
」

の

詩
を

見
る
こ

と

に

し

ょ
う

。

・

巫

陽
の

帰

夢
　
千

峰
を

隔
て

辟
悪
の

香

鎧
え

　

翠
被
空
し

桂
魄
漸

く

虧
け

暁
月

を
愁
え

蕉
心

展
べ

す
し
て

春
風

を
怨
む

　

　
　、

遙
釦
黠

黯
と

し
て

眉

長
く

斂
め

　一

水

盈
盈

と

し
て

語

未
だ

通
ぜ
す
．

漫
り
に

朗

絃
に

託
し
て

恨
み

の

意
遊
伝
え

雲
髢
策

　
日

夕

飛
蓬
に

似
た

り

巫

陽
錨

夢
隔

千

峰

辟
悪
香
銷
翆

被
空

桂
魄
漸
虧
愁
暁

月

蕉
心

不
展
怨

春
風

遙
山
黯
黯
眉

長
斂

一

水
盈
盈
語

未

通

漫
託

踴
絃
傳

恨

意

雲

善
百
夕
似
飛
蓬

　
こ

の

詩
に

は
、

先
の
「

漢
武
」

の

詩
に

見
た

よ
う

な

形

式
的
な

摸
倣

は

少

な
い

。

し

か

し
、

内

容
に

お

い

て

は
、

李
義
山
が

し

ば

し

ば
歌
う

愛

人

と
の

逵
瀬
の

む
つ

か

し
さ

に

つ

い

て

歌
っ

た
も
の

で
、

ほ

ぼ

傾
向
を

一

に

す
る

と

考
え

て

よ

か

ろ
う

。

　
第
一

句
の

「

巫

陽
帰

夢
隔
千

峰
」

は
、

義
山
の

詩
に

し
ば

し

ば

見
ら

れ

る
。

例
え

ば
「

深

宮
」

の

　
　
豈
に

知
ら
ん

や

雨

と

為
り

雲
と

為
る

処

を

　
豈
知

為

雨

為
雲

麗
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祗
だ

高
唐
の

十
二

峯
あ

る
の

み・

　
　
　

　

祗
有
高
唐
十

二

峯

の

ご

と

く

で

あ

り
、

こ

れ
は
宋
玉

の

「

高
唐
賦
」

を

も
と

に

し
て

歌
っ

た
も
の

で

あ
る

。

　

第
二

句
の

「

辟
悪
香
銷
」

の

語
も

李
義

山
の

好
ん

で

用
い

る

表
現
で

　

　
　
　

　
　
　

　

さ
　
　
　

　
　
つ

あ

る
。

例
え

ば
、

「

香
地
え

燈
残
き

て

爾
を
奈
伺
せ

ん
」

（

香
地
燈
残

奈
爾

何
）

（

聞
歌
）

、

「

金
殿
香
銷
え

綺

櫨
を

閉
ざ

す
」

（

金

殿

銷
香

閉
椅
欖
）

（

深
宮
）

の

如
く
で

あ

る
。

　

第
五
・

六

句
の

「

逶
山

黯
黯
眉
長
斂

、

一

水
盈
盈

語
未
通
」

は
、

別

れ
た
愛
人
と

の

隔
り

を
、

仙
境
の

は

る

け

さ
に

か

け
て

歌
っ

た

も
の

で

あ

り
、

李
義
山
の

　

　
劉
郎
は
巳

に

恨
む

　
蓬
山
の

遠
き

を

　
　
　
劉
郎
巳

恨
蓬
山
遠

　
・

更
に

隔
つ

　
蓬
山

　
一

萬
重

　

　

　

　

　

更
隔
蓬

山
一

萬

重

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
（

無
題
）

と

も
関
連
し

よ
う

。

　

李
義
山
に

は

次
の

如
き

「

無

題

詩
」

が

あ

る

が
、

こ

れ
は

短
い

逢

瀬

を
嘆
き
、

別
離

後
の

悲
し
み

を
歌
つ

た

も
の

で

あ

ろ
う

。

相
見
る

時
難
く

別
る

る

も
亦
難
し

け

る

か
ご

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　

そ
こ

な

東
風

　
力
無
く

百

花
残
わ
る

　

　
　
　

　
　
　

　

は
ヒ

春
蚕
　
死
に

到

り
て

糸
方
め

て

尽
き

燬

炬
　
灰
と

成
り

て

涙
始
め
て

乾
く

カ
　

　　
　

　
　　
　　
　　
な

　　　
た

　
　　
カ

　
　　
し

　
　

　　
　

　

ら
　

　　
サ

　
　　
カ

　
　　
し　
　　
ヒ　
　　
も　
　　
し

暁
鏡
に

但
だ

愁
う

　

雲
鬢
の

改
ま

る

を

夜
吟

応
に

覚
ゆ
べ

し

月
光
の

寒

き

を

　

　
　
こ
こ

蓬
山
　

此

を
去
る

こ

と

多
路
無

し

青

鳥
　
殷
勤
に

為
に

探
り

看
よ

相
見

時
難
別
亦
難

東

風
無
力
百

花
残

春
蠶
到
死
絲

方
盡

鑞
炬

成
灰
涙
始
乾

暁

鏡
但
愁

雲
鬢
改

．

夜
吟
應

覺
月
光

寒

蓬
山
此

去
無

多
路

青

鳥
殷

勤

爲
探
看

　
こ

の

詩
の

第
四
・

五
句
の

「

蠣
炬
成

灰
涙
始
乾

、

暁
鏡

但

愁

雲

鬢

改
」

が
、

そ

れ
ぞ
れ
楊

億
の

第
二

句
「

辟
悪
香

銷
翠
被
空
」

、

第
八

句

「

雲

灘
日

夕
似
飛
蓬
」

と

や

は
り

関
連

す
る

も
の

で

あ

ろ

う
。

　
こ

の

よ

う

な

「

無
題

詩
」

に

見
ら
れ

る

艶

麗
さ

は
愛
の

喜
び
で

は

な

　
　
　

　
　
　

　
へ

だ

な

く
て

、

別
離
後
の

距
り
、

求
め

て

得
ら

れ

ぬ

愛
の

悲
し
み

等
を

歌
っ

た

こ

と

に

窺
え

る

よ
う

で

あ

る
。

　
以

上
、

内
容
面
で

の

共

通
性
を
見
て

き

た

が
、

表
現

か

ら
み

る

と
、

　
　
　

　
　
　

　
　
で

　

　　
い

　

　　
も

楊
億
の

「

一

水
盈
盈

語
未
通
」

は
李
義
山
の

　
　
扇
は
月
醜

を
裁
っ

も
　
差

掩
い

難
く

　
　
　
扇
裁
月
魄
羞
難

掩

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
カ

　
　

の

　

セ

　
　

し

　
　

リ

　
　

カ

　
　
車
は

雷
声
を
走
ら

す
も

語

未
だ

通
ぜ

す

　
　
車

走
雷
聲
語
未
通

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　

（

無
題
）

を

恐

ら

く

借
り
て

来
た

も
の

で

あ

ろ
う

。

　

以

上
、

西

崑
酬
唱

集
が

李
義

山
の

詩
に

な

ら
っ

た

点
に

つ

い

て
、

そ

の

顕

署

な

例

を
挙
げ
て

見
て

き

た
が

、

要
す

る

に
、

彼
等
は

、

発
想

を

李
義
山
に

借
り

た

り
、

部

分
的
な

語
句

を
借
り
た

り
、

故

事
の

頻
用

と

い

う

手
法
を
ま

ね

た
り

し
て

い

る

こ

と

が

わ
か
る

。

　

　

　

　

　

　
、

　

中

心
に

な
る

楊
億

、

劉
管

、

銭
惟
演
の

詩
に

は

か
な
り
の

力

作
も

あ

り
、

必
す

し

も
一

概
に

は
言
え

な
い

が
，

丙

崑
酬
唱

集
全

体
を

通
じ
て

み

る

と
、

李
義
山
の

詩
の

語
句

を
そ
の

ま
ま
使
っ

π
と
み

な

さ

れ
る

も
の

が

少

な

か

ら
す
あ

る
。

そ

れ

ら
は

、

李
義

山
の

詩
の

内
容
と

か
、

歌

わ

れ

た

背
景

、

そ

こ

か

ら
醸

し

出
さ

れ
る

悲
哀
感
な

ど
は
汲
み

と

ら

な
い

で
、

た

だ

遊
戯
的
に

語

句
の

摸
倣
に

終
ウ

た

も
の

が
殆
ん

ど
で

あ
る

。

四

庫

提
要
の

い

う

如
く

「

掲
捨
」

の

譏
り
ぞ

受

け
る

ゆ

え

％
で

あ
る

。
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